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■南海トラフ地震（広範囲に影響）

・昨年８月８日に初めて、「南海トラフ地震臨時情報」が発表されて１年
・今年３月３１日に、国が南海トラフ地震の新たな被害想定を公表し、
津波の浸水想定区域が広がったため、市民へさらなる注意喚起が必要
・７月３０日にカムチャツカ半島付近で地震が発生したため、防災意識や
関心が高まっていることから、巨大地震に対する防災対策を強化する

巨大地震等に対する防災対策の必要性

■カムチャツカ半島付近の地震（日本にも影響）



巨大地震等に対するこれまでの取り組み

ハード対策 ソフト対策

施設の耐震化等

・市有建築物

・橋梁

・水道管

・岸壁

市民への周知・啓発
・ハザードマップの確認
・非常時持ち出し袋や
家庭内備蓄品の準備

・避難場所、避難ルート
の確認

・家具の転倒防止
（家具の固定）



巨大地震等に対する取り組みの強化

方向性 アクション 内容 開始日

防災意識を
高める

①備える防災の日２０２５
JR小倉駅JAM広場での防災活動発表、
体験型啓発、パネル展示などのイベント開催

8/31

防災対応力
を強化する

②地域と連携した津波防災訓練
新たに浸水想定指定されたエリア（門司区、
小倉北区、小倉南区）での津波防災訓練

8月～
12月

③市総合防災訓練
市役所における南海トラフ巨大地震を想定
した防災訓練

11月

④大規模災害対策連絡会 防災関係機関との関係づくり 9月中

⑤海抜表示の増設
国道、県道に加え、門司区の市道にも追加
設置

8月中

配慮が必要な
人を支える

⑥在宅人工呼吸器使用患者の
支援

プロジェクトチームによる意見交換、
災害時の個別支援計画の策定など

8月中～



『備える防災の日 2025』 開催
日時：令和７年８月３１日（日）１０：００～１５：００

（９月１日：防災の日）
会場：JR小倉駅JAM広場
主な内容

・中高生による防災活動発表
・イベントブースでの体験型の防災啓発
・南海トラフ地震などの啓発パネルの展示

防災意識を高める

防災の日に合わせて、防災を「自分ごと」として考え、備えを“始める”
“見直す”“行動する”ための機会として、防災イベントを開催



防災対応力を強化する

■総合防災訓練の想定内容の刷新
（南海トラフ巨大地震対応）
・令和７年１１月（予定）

■地域と連携した津波防災訓練の拡充
（南海トラフ巨大地震の新たな津波浸水エリア対象）

小倉南区 ：令和７年８月以降（予定）
門司区 ：令和７年１１月（予定）
小倉北区 ：令和７年１２月（予定）

市民一人ひとりの命を守るため、いつ発生するかわからない巨大地震に
備え、安全かつ素早く行動できるよう訓練を実施



■「大規模災害対策連絡会」の拡充

・自衛隊に加え、新たに警察、海上保安庁
が参画

■海抜表示の増設

・国道、県道に加え、独自に市道にも設置
※８月中に設置予定（まず９箇所）

防災対応力を強化する

防災にかかわる機関の緊密な連携強化による大規模災害発生時
の備え、津波や浸水時の避難判断を助ける海抜表示の整備



家庭における備品などの備えの総点検
（市と看護師等による個別訪問）

災害時個別支援計画の作成

関係機関等との連携や各々の
役割を明確にした指針の策定

※８月中にプロジェクトチームを起ち上げ

配慮が必要な人を支える

在宅の人工呼吸器使用患者が大規模災害発生時に安心して避難生活を
送ることができるよう取り組みを強化



個人でも取り組める対策により、被害が大幅に軽減

家具固定早期避難

※出典：南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書 説明資料

防災対策の効果



③非常時持ち出し袋・家庭内備蓄品 等

①避難場所・避難ルートの確認

②家具の転倒防止（家具の固定）


